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私
は
、
桑
名
藩
主
の
御
用
塗
師
で
あ
っ
た
家
系
に
生
ま
れ
、
父
で

あ
る
五
代
山
本
翠
松
に
江
戸
時
代
よ
り
伝
わ
る
技
術
技
法
を
学
び
ま

し
た
。

　

国
の
無
形
文
化
財
指
定〈
桑
名
石
取
祭
〉の
絢
爛
豪
華
な
祭
車
の
漆

塗
り
製
作
に
精
魂
こ
め
て
戦
前
戦
後
数
多
く
塗
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
現
在
先
々
代
が
手
掛
け
た
祭
車
の
塗
り
直
し
の
仕
事
を
し

て
お
り
ま
す
。
一
台
の
祭
車
を
仕
上
げ
る
と
約
五
十
年
は
塗
り
直
し

を
し
な
い
仕
事
で
す
。

　

先
々
代
の
手
の
跡
を
見
な
が
ら
の
作
業
は
、
感
無
量
の
思
い
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
機
会
に
出
合
え
た
の
も
御
先
祖
様
の
お
陰
と
深
い
感

謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
ご
ざ
い
ま
す
、

　

漆
ひ
と
す
じ
に
生
き
て
き
た
私
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
仕
事
の
幅
も

広
く
、
神
社
の
獅
子
頭
を
始
め
仏
閣
、
建
築
関
係
、
修
復
な
ど
す
べ

て
に
漆
に
関
係
が
深
く
、
木
の
材
質
に
至
る
ま
で
、
私
な
り
に
勉
強

し
知
識
も
深
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
又
、
桑
名
漆
器
の
伝
統
を
も
と
に
、

各
流
派
の
お
茶
人
の
方
々
と
の
交
流
を
深
め
、
代
々
伝
え
ら
れ
て
き

た
変
わ
り
塗
り
の
数
々
、
夜
桜
塗
り
蒔
絵
、
螺
鈿
な
ど
、
茶
道
具
に

も
力
を
い
れ
て
き
ま
し
た
。
更
に
桑
名
伝
来
の
桑
名
盆
を
再
現
制
作

し
、
三
重
県
伝
統
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
と
な
っ
て
は
、
展
示
会
な
ど
で
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に

な
り
ま
し
た
。
青
漆
イ
ジ
イ
ジ
塗
り
、
縁
が
朱
塗
り
と
い
っ
た
江
戸

時
代
よ
り
約
束
さ
れ
た
技
法
の
数
々
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
仕
事
に
合
わ
せ
た
塗
り
の
技
術
、
技
法
な
ど
後
世
に

残
し
伝
統
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
毎
日
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

東
員
町
文
化
協
会
の
ご
発
展
を
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

略
歴　

‘50
年　

桑
名
市
に
生
ま
れ
る

　
　
　

‘87
年　

第
4
回
日
本
伝
統
漆
芸
展
入
選

　
　
　

‘96
年　

桑
名
市
無
形
文
化
財（
漆
工
芸
技
術
保
持
者
）に
認
定

　
　
　
　
　
　

イ
ジ
イ
ジ
塗
り
桑
名
盆
、
三
重
県
指
定
工
芸
品
に
認
定

　
　
　

’06
年　

三
重
県
文
化
賞
奨
励
賞
受
賞

　
　
　

’10
年　

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
名
古
屋
タ
カ
シ
マ
ヤ
に
て
個
展
開
催

　
　
　

現
在　

桑
名
市
無
形
文
化
財
技
術
保
持
者

　
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
テ
レ
ビ
出
演
多
数



　

四
日
市
市
の
出
身
で
あ
る
小
説
家
の
田
村
泰
次
郎
と

い
え
ば
、
ま
だ
日
本
の
各
都
市
が
焼
け
野
原
と
な
っ
て

い
た
昭
和
二
十
二
年
の
発
表
で
、
百
万
部
を
超
え
る
大

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
『
肉
体
の
門
』
に
よ
っ
て
、

「
肉
体
作
家
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
定
着
し
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
っ
た
。

　

田
村
は
、
昭
和
二
十
一
年
二
月
に
郷
里
で
あ
る
富
田

に
復
員
す
る
ま
で
の
五
年
二
ヶ
月
を
、
中
国
戦
線
で
過

ご
し
て
い
る
。
早
稲
田
大
学
在
学
中
に
す
で
に
有
力
な

新
人
作
家
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
た
田
村
は
、
中
国
民

衆
へ
の
宣
布
を
目
的
と
す
る
演
劇
の
任
務
を
任
さ
れ
た

こ
と
で
、
捕
虜
と
な
っ
て
い
た
中
国
共
産
党
員
の
劇
団

員
と
思
想
的
な
議
論
を
重
ね
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
の
立

場
か
ら
の
民
衆
教
化
や
女
性
の
解
放
な
ど
に
つ
い
て
、

戦
闘
の
合
間
に
彼
ら
と
語
り
合
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

﹁
肉
体
﹂
化
︵
？
︶
文
化
の
提
唱

四
日
市
市
立
博
物
館

　

学
芸
員　

　
　
　

秦
　

昌

弘

　

復
員
し
て
き
た
田
村
に
と
っ
て
、
日
本
の
民
衆
が
思

想
に
つ
い
て
実
に
脆
弱
で
あ
り
、
終
戦
後
は
今
日
明
日

の
食
料
事
情
に
気
を
取
ら
れ
、
日
本
の
文
化
の
再
建
へ

の
関
心
が
低
い
こ
と
を
繰
り
返
し
憤
慨
し
て
い
る
。

　

敗
戦
と
い
う
現
実
は
あ
っ
た
に
し
ろ
、
日
本
人
が
自

信
を
持
っ
て
、
自
国
の
文
化
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
日

本
人
の
も
の
の
捉
え
方
に
つ
い
て
語
れ
な
い
の
は
、
日

本
人
一
人
ひ
と
り
が
文
化
や
思
想
を
お
の
れ
自
身
の
も

の
と
し
て
咀
嚼
せ
ず
に（
す
な
わ
ち「
肉
体
」化
せ
ず
に
）、

上
す
べ
り
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
指
摘
す
る
。

　

田
村
が
声
高
に
「
肉
体
」
を
掲
げ
た
の
は
、
風
俗
的

な
意
味
合
い
か
ら
で
は
な
く
、
五
年
を
超
え
る
戦
闘
生

活
の
な
か
で
垣
間
見
た
中
国
人
の
持
つ
強
靭
な
精
神
と

思
想
は
、
彼
ら
の
逞
し
い
生
活
の
な
か
で
血
肉
化
さ
れ

て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
身
を
以
っ
て
知
ら
さ
れ

て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
略
歴　

四
日
市
市
生
ま
れ
。

　
　
　
　

皇
學
館
大
学
文
学
部
卒
業
。

　
　
　
　

『
田
村
泰
次
郎
選
集
』（
全
五
巻
）

　
　
　
　

『
田
村
泰
次
郎
作
品
集
』（
講
談
社
文
芸
文
庫
）

　
　
　
　

『
丹
羽
文
雄
と
田
村
泰
次
郎
』
な
ど
。

　
　
　
　

平
成
二
十
年
三
重
県
文
化
奨
励
賞
受
賞
。

  
私
の
文
化
考
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会
員
研
修
旅
行
の
お
知
ら
せ

好
評
い
た
だ
い
た
昨
年
の
京
都
に
つ
づ
き

今
年
度
も
研
修
旅
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

多
数
ご
参
加
下
さ
い
。

文化協会会員
募集中！

文
化
協
会
で
は
会
員
を
随
時

募
集
し
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
文
化
協
会
事
務
局

に
お
尋
ね
下
さ
い
。
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天然温泉クアハウス長島
おとな通常料金900円を500円
小学生通常料金500円を200円
乳幼児通常料金300円を200円

マンガコーナーマンガコーナー
開 設開 設

マンガコーナー
開 設

タオル・バスタオル等無料　手ぶらでどうぞ 〈お休み〉毎月第3火曜日〈営業時間〉10：30～22：00

有効期限H24年8月31日（金）本券で4名様までご利用いただけます。切り取ってお持ち下さい。

長島スポーツランド 内
http://www.naspo.jp

〒511-1137 三重県桑名市長島町福吉879-5　☎0594-45-1122

切
り
抜
き
ご
優
待

（
切
り
取
り
）

す
べ
て

掛
け
流
し

弱アルカリ性
単純温泉

入
泉
料

百
人一首

百
人一首 

こ
ぼ
れ
ば
な
し

こ
ぼ
れ
ば
な
し

百
人一首

百
人一首 

こ
ぼ
れ
ば
な
し

こ
ぼ
れ
ば
な
し

百
人一首 

こ
ぼ
れ
ば
な
し

（
三
重
県
か
る
た
協
会
相
談
役
）

10

や
り
込
め
ら
れ
た
定
家
の
曽
祖
父

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
春
の
夜
」
「
夢
」
「
手
枕
」
と
い
う
言
葉
を
用
い

て
、
い
か
に
も
恋
の
歌
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
こ
の

歌
の
詞
書
を
見
ま
す
と
、
陰
暦
二
月
の
明
る
い
夜
、
二

条
院
で
何
人
か
で
雑
談
し
て
い
る
時
、
周
防
内
侍
が
眠

く
な
っ
た
の
か
「
枕
が
欲
し
い
わ
」
と
呟
い
た
の
を
聞

い
て
、
大
納
言
忠
家
が
「
こ
れ
を
枕
に
ど
う
ぞ
…
」
と
、

御
簾
の
下
か
ら
腕
を
差
し
入
れ
た
の
に
対
し
て
、
即
座

に
切
り
返
し
た
の
が
こ
の
歌
で
あ
る
と
あ
り
ま
す
。

　

歌
意
は
、
「
春
の
夜
の
夢
の
よ
う
な
は
か
な
い
戯
れ

に
、
あ
な
た
の
腕
を
手
枕
に
借
り
た
こ
と
な
ら
、
何
の

甲
斐
も
な
く
、
あ
な
た
と
の
浮
き
名
が
立
つ
こ
と
で

し
ょ
う
。
わ
が
名
が
惜
し
ま
れ
ま
す
よ
」
と
い
う
も
の

で
す
。
「
手
枕
」
は
腕
を
枕
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、

「
甲
斐
な
く
立
た
む
名
」
に
「
腕
」
を
掛
け
て
い
ま
す
。

こ
の
機
知
に
富
ん
だ
男
女
の
や
り
取
り
が
王
朝
時
代
の

情
趣
な
の
で
す
ね
。

　

こ
れ
に
対
し
て
忠
家
は

　（
前
世
か
ら
の
深
い
仲
で
あ
る
私
の
手
枕
を
な
ぜ
甲
斐

な
い
夢
に
し
て
し
ま
う
の
で
す
か
。
）
と
返
し
ま
し
た

が
、
す
っ
か
り
周
防
内
侍
に
引
き
立
て
役
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

周
防
内
侍
は
、
後
冷
泉
・
後
三
条
・
白
河
・
堀
河
の

四
天
皇
に
仕
え
た
女
官
で
、
歌
人
と
し
て
も
活
躍
し
た

人
で
す
。

　

ま
た
大
納
言
忠
家
は
、
俊
成
の
祖
父
、
定
家
の
曽
祖

父
に
あ
た
る
人
で
す
。
定
家
は
忠
家
の
歌
を
選
ば
ず
、

身
内
の
人
が
背
後
に
隠
れ
て
い
る
こ
の
歌
を
選
ん
だ
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

誘
惑
を
拒
否
す
る
歌

（
浮
気
者
の
評
判
の
高
い
あ
な
た
の
気
ま
ぐ
れ
の
誘
い

な
ど
気
に
か
け
ま
せ
ん
わ
、
高
師
の
浜
の
あ
だ
波
と
同

じ
で
、
う
っ
か
り
そ
の
気
に
な
っ
て
、
後
で
悲
し
み
の

涙
で
袖
を
ぬ
ら
す
の
が
オ
チ
で
し
ょ
う
か
ら
）

　

作
者
の
祐
子
内
親
王
家
紀
伊
と
い
う
名
は
、
い
か
に

も
は
皇
族
の
よ
う
な
表
記
で
す
が
、
紀
伊
守
藤
原
重
経

の
妻
で
、
後
朱
雀
天
皇
の
皇
女
・
祐
子
内
親
王
に
永
く

仕
え
た
た
め
女
官
名
で
皇
族
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
江
戸

時
代
の
本（
素
庵
本
）に
は
皇
女
と
間
違
え
て
几
帳
・
繧

繝
縁
の
畳
を
つ
け
た
絵
が
描
か
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
「
音
に
き
く
」
の
歌
は
、
男
が
求
愛
の
歌
を
よ
こ
し

た
の
に
対
し
て
、
男
の
言
い
寄
る
さ
ま
を
波
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
表
現
で
切
り
返
し
た
歌
に
仕
立
て
て
い
ま
す
。

詞
書
を
見
ま
す
と
「
堀
河
院
艶
書
合
」
が
催
さ
れ
た
と

き
の
歌
と
あ
り
ま
す
。
「
艶
書
合
」
と
い
う
の
は
宮
廷

の
歌
人
と
女
房
歌
人
に
恋
歌
の
贈
答
を
さ
せ
、
そ
れ
を

歌
合
形
式
で
競
わ
せ
た
の
で
す
。

　

紀
伊
の
歌
は
、
中
納
言
俊
忠
の

と
詠
ん
だ
歌
の
返
歌
と
し
て
配
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

歌
も
「
思
ひ
あ
り
」
と
「
あ
り
そ
の
浦
」
「
波
の
寄

る
」
に
「
夜
」
を
掛
け
て
、
「
浪
に
よ
る
」
よ
う
に
今

夜
言
い
寄
り
、
心
を
打
ち
明
け
た
い
と
い
う
の
で
す
。

　

い
か
に
も
実
際
の
恋
歌
の
贈
答
の
よ
う
に
見
せ
な
が

ら
あ
く
ま
で
雅
な
男
女
の
ゲ
ー
ム
な
の
で
す
。
「
堀
河

院
艶
書
合
」
の
催
さ
れ
た
時
、
俊
忠
は
29
歳
。
紀
伊
は

70
歳
く
ら
い
の
お
婆
さ
ん
で
し
た
。
俊
忠
は
気
鋭
の
歌

人
で
す
が
、
ベ
テ
ラ
ン
歌
人
の
紀
伊
の
前
で
は
浮
気
男

に
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
雅
な
往
時
の
遊

び
の
風
景
を
偲
ば
せ
て
く
れ
ま
す
ね
。

　

中
納
言
俊
忠
は
、
た
い
へ
ん
真
面
目
な
人
物
で
、

『
古
事
談
』
と
い
う
本
に
は
、
そ
の
清
廉
さ
が
逸
話
と

し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
俊
忠
は
、
参
議
の
ま
ま
16
年

の
歳
月
を
経
て
よ
う
や
く
権
中
納
言
に
な
り
ま
す
が
、

そ
の
間
、
ま
っ
た
く
私
的
な
懇
願
行
動
を
行
わ
な
か
っ

た
の
で
す
。
同
じ
時
、
露
骨
な
懇
願
の
末
に
権
中
納
言

に
昇
進
し
た
源
顕
雅
の
行
動
と
比
較
し
て
、

「

」（
懇
願
書
を
書
か
ず
に
公
卿
に
昇
進
し

た
人
は
、
俊
忠
卿
が
最
初
の
こ
と
で
あ
る
）と
賛
辞
を

贈
っ
て
い
ま
す
。

　

俊
忠
は
、
俊
成
の
父
、
定
家
の
祖
父
に
当
た
る
人
で

す
。
定
家
は
「
春
の
夜
の
」
の
歌
と
同
じ
よ
う
に
「
音

に
聞
く
」
の
歌
を
選
ぶ
こ
と
で
、
自
分
の
血
族
者
が
背

景
に
表
れ
る
こ
と
を
想
定
し
な
が
ら
こ
の
歌
を
選
ん
だ

の
で
し
ょ
う
か
。

か
い
な

こ
と
ば
が
き

て
い
か

し
ゅ
ん
ぜ
い

け
そ
う
ぶ
み
あ
わ
せ

け
い
し
ょ
う
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平
成
24
年
度

通
常
総
会
開
催

来賓紹介（順不同・敬称略）

日　

４
月
29
日（
祝・日
）

於　

東
員
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

水
谷
俊
郎　

東
員
町
町
長

樋
口
和
人　

東
員
町
副
町
長

岡
野
譲
治　

東
員
町
教
育
長

南
部
武
司　

東
員
町
議
会
議
長

木
村
宗
朝　

東
員
町
議
会
副
議
長

大
崎
潤
子　

東
員
町
議
会
議
員

伊
藤
守
一　

東
員
町
議
会
議
員

上
原
君
代　

東
員
町
議
会
議
員

種
村
博
行　

東
員
町
議
会
議
員

南
部　

豊　

東
員
町
議
会
議
員

島
田
正
彦　

東
員
町
議
会
議
員

山
下
誠
司　

教
育
委
員
会
事
務
局
長

小
倉
奉
昭　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
長

田
中　

豊　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
係
長

　

平
成
24
年
度
通
常
総
会
が
、
水
谷
俊
郎
町
長

は
じ
め
ご
来
賓
の
方
々
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
午

前
9
時
30
分
か
ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
の
辞
に
続
き
資
格
審
査
報
告
で
、
正
会

員
692
名
の
内
、
議
決
権
行
使
527
名
、
当
日
出
席

者
数
67
名
に
つ
き
、
有
効
出
席
者
数
が
594
名
と

な
る
こ
と
を
報
告
、
総
会
の
成
立
宣
言
を
行
い

ま
し
た
。

　

会
長
挨
拶
は
文
化
フ
ェ
ス
タ
等
平
成
23
年
度

事
業
を
無
事
終
え
た
こ
と
へ
の
謝
辞
と
、
平
成

24
年
度
事
業
の
第
20

回「
春
の
文
協
ま
つ

り
」へ
の
抱
負
と
、
文

化
協
会
へ
の
さ
ら
な

る
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
水
谷
俊
郎

町
長
か
ら
、
町
民
文
化

祭
、
公
民
館
講
座
な
ど

委
託
事
業
の
さ
ら
な
る

充
実
を
図
り
、
東
員
町

の
文
化
の
担
い
手
と
し

て
努
め
て
頂
き
た
い
と
、
協
会
へ
の
温
か
い
お

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
を
代
表
し
て
南
部
武
司
議
長
か

ら
本
日
開
催
の
お
祝
い
と
東
員
町
の
文
化
発
展
、

な
ら
び
に
生
涯
学
習
の

推
進
な
ど
に
ご
尽
力
頂

き
た
い
と
の
お
言
葉
を

頂
戴
致
し
ま
し
た
。

　

ご
来
賓
の
祝
辞
の

後
議
案
審
議
に
入
り
、

第
一
・
第
二
号
議
案
は
平
成
23
年
度
事
業
報

告
に
お
い
て
受
託
事
業
の
町
民
文
化
祭
の
盛

会
と
、
公
民
館
講
座
に
つ
い
て
は
35
講
座
を

開
講
し
、
445
名
が
受
講
、
ま
た
1
8
5
0
万

円
余
の
23
年
度
収
支
決
算
報
告
が
な
さ
れ
承

認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
三
号
・
第
四
号
議
案
は
平
成
24
年
度
事

業
計
画
及
び
収
支
予
算
を
提
案
。

　

第
20
回
春
の
文
協
ま
つ
り
・
芸
能
祭
並
び

大貫会長

水谷町長

南部議長

ひばり④



役 職 名　　　　 氏　　名   

平成24年度
（社）東員町文化協会　役員名簿

退任専務理事

退任理事

退任監事

長い間ありがとうございました

東員ひばり合唱団

飛龍東員太鼓

劇団 員弁川

コーラス旭

Ｇｌｏｗ　Ｍｉｘ☆

オカリナサークル

ＹＹフラグループ

気功クラブ

本多茶華道教室

南部宗柳茶華道研究所

石垣茶華道教室

柴山茶華道教室

池坊 長笠原教室

茶道裏千家菅野宗敦

ニットルームかわまつ

東員囲碁同好会

東員将棋愛好会

員弁百人一首の会

とういん屋演芸の会

陶芸第一クラブ

ひばり窯陶友会

東員フォトクラブ

東員絵画クラブ

書道第一クラブ

楽絵筆

金雀枝短歌社

NPO法人新邦楽四ツ葉グループ

箏曲麗明社「廣翔会」

東員町大正琴クラブ

笹尾民踊クラブ

笹尾吟詩会

員弁東部吟詩会

菊水流詩舞東員クラブ

民謡寿会

美
術
部
会

芸
能
部
会
Ⅰ

芸
能
部
会
Ⅱ

芸
能
部
会
Ⅲ

茶
華
道
部
会

文芸社
会部会

手芸
部会

趣
味
部
会

平成24年度　加盟団体

（順不同・敬称略）

ひばり⑤

に
平
成
25
年
度
は
設
立
25
周

年
の
記
念
事
業
を
計
画
等
、

ま
た
平
成
24
年
度
・
１
８

５
０
万
円
余
り
の
収
支
予
算

案
、
平
成
25
年
度
４
・
５
月

度
の
収
支
予
算
案
を
提
案

し
、
共
に
承
認
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

第
五
号
議
案
で
は
「
一

般
社
団
法
人
へ
の
移
行
」

に
関
し
基
本
財
産
処
分
の

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
第
六
号
議
案
で
は
定
款

の
変
更
案
及
び
規
程
類
の

見
直
し
案
を
第
七
号
議
案

で
は
役
員
の
改
正
案
、
第

八
号
議
案
で
は
会
長
専
決

事
項
委
任
承
認
の
件
を
提

案
し
、
い
ず
れ
も
承
認
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

会　　長　　　　大貫　正博
副 会 長　　　　南部まり子
副 会 長　　　　川松由喜子
専務理事　　　　平野　義人
常務理事　　　　野呂　　隆
常務理事　　　　水野　洋子
理　　事　　　　川村　光男
理　　事　　　　橋ヶ谷　太
理　　事　　　　藤田　廣子
理　　事　　　　中村　厚子
理　　事　　　　佐藤　孝子
理　　事　　　　水谷加寿子
理　　事　　　　吉田　幸子
理　　事　　　　阿久根チサエ
理　　事　　　　鷲見三重子
理　　事　　　　川島　絹枝
理　　事　　　　笠井　昌義
理　　事　　　　細谷　公廣
理　　事　　　　大塚　芳子
理　　事　　　　佐分　　親

監　　事　　　　池田　文夫   
監　　事　　　　加藤　浩宣   



☆第1・第3土曜日は診察　●休診：木曜日午後、日曜日、祝日、第2・第4土曜日、第5土曜日午前

精神科・歯科

受付時間

休 診 日

於　総合文化センター・保健福祉センター

文
協
ま
つ
り
作
品
展
を
終
え
て

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
、
１
年
が
た
ち

「
と
ど
け
よ
う　

東
員
の
文
化
と
風
」の
テ
ー
マ
を
か
か
げ
て
、私
た
ち
展
示
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
委
員
は
、希
望
と
復
興
の
思
い
を
伝
え
よ
う
と
作
品
展
示
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

　

期
間
中
、
多
く
の
方
々
に
ご
来
場
し
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
文
協
ま
つ
り
は
文
化
協
会
会
員
の
作
品
展
で
す
。
併
せ
て
公
民
館
講
座
、
文

協
講
座
の
方
々
の
卒
業
作
品
展
で
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
由
に
、
楽
し
い
作
品
作

り
を
し
て
い
る
の
が
表
わ
れ
て
い
て
元
気
が
沸
い
て
き
ま
す
。

　

又
、
い
ろ
い
ろ
な
作
品
が
展
示
し
て
あ
り
、
来
場
の
方
も
た
く
さ
ん
の
感
動
、
感

銘
を
受
け
ら
れ
た
事
と
思
い
ま
す
。

　

多
く
の
方
々
の
支
え
に
よ
っ
て
、
成
功
裡
に
終
え
る
事
が
で
き
、
出
展
さ
れ
た

方
々
や
、
支
え
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　



■診療科目
内科・消化器内科・循環器内科・呼吸器内科・血液内科・小児科・外科
整形外科・脳神経外科・泌尿器科・肛門外科・産婦人科・眼科・耳鼻いんこう科
皮膚科・放射線科・麻酔科・リハビリテーション科
リウマチ科・訪問看護ステーション・健康管理センター

〈外来診療受付時間〉

午前8：30～午前11：30
救急応需

72-2000（代）

い な べ 総 合 病 院

第
19
回

平成24年3月10日（土）～18日（日）

囲碁S級優勝・荒川五段（中学2年生）



（１０名様から）

3月11日（日） 開催
於：ひばりホール

 
文
化
協
会
会
員
を
は
じ
め
公
民
館
講
座
受
講
生
と

の
合
同
発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の

一
周
年
の
日
と
重
な
り
、
同
時
刻
に
来
場
者
、
出
演

者
一
同
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。
新
四
ツ
葉
グ
ル
ー
プ

の
三
味
線
演
奏
で
、
会
場
の
皆
様
と
「
東
員
町
民
歌

（
愛
す
る
心
限
り
な
く
）・
一
本
の
松
」
を
大
合
唱
し

会
場
を
盛
り
上
げ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
今
回
は
、

来
場
者
の
増
員
を
図
る
試
み
と
し
て
、
自
治
会
、
シ

ニ
ア
連
合
会
の
協
力
を
得
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
回
覧
、

配
布
な
ど
を
お
願
い
し
た
結
果
、
多
数
の
ご
来
場
を

頂
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
次
回
芸
能
祭
は
、
二
十

周
年
記
念
で
す
。
文
化
協
会
会
員
一
同
熱
心
に
練
習

（
お
稽
古
）に
励
ん
で
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

芸
能
祭
実
行
委
員
会
委
員
長　

吉
田
東
四
郎

の 芸能祭芸能祭



大小宴会、慶事、法事承ります

無料送迎バス有
（宴会料理10名様以上）

本紙提示でランチご利用の方
コーヒー1杯サービス

ランチタイム 11：00～14：00

●週替りランチ〈デザート付〉
　　……………………940円～
●刺身膳……………1,050円
●トンテキ膳………1,050円

いなべ市北勢町垣内中小山36-2
TEL0594-72-2179

〈木曜日休み〉

など

芸能祭の 春春





■ 営業時間/8：30～17：00　　　■ 定休日/火曜日
■ いなべ市員弁町大泉２５１７番地（三岐鉄道北勢線 大泉駅隣）
■ TEL・FAX /0594-74-5826　　■ www.net-uribou.jp

　

３
月
開
催
の
文
協
ま
つ
り
に
併
せ
て
公
民
館
講
座
後
期
・
通

期
受
講
生
の
卒
業
展
が
開
催
さ
れ
、
会
員
作
品
と
共
に
会
場
を

彩
り
ま
し
た
。

　

ま
た
11
月
か
ら
受
講
の
文
協
講
座
生
の
卒
業
展
も
同
時
に
開
催
。

パ
ネ
ル
展
示
な
ど
ご
来
場
の
方
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
期
間
中
、
吹
き
矢
に
始
ま
り
様
々
な
体
験
会
を
開
催
。

多
く
の
方
々
に
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。

公
民
館
講
座（
受
託
事
業
）後
期
・
通
期
卒
業
作
品
展

文
協
講
座（
自
主
事
業
）卒
業
作
品
展

平
成
２3
年
度

第
19
回

春
の
文
協
ま
つ
り

3
月
10
日
㈯
〜
18
日
㈰

於 

東
員
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

陶芸教室 たのしい健康吹き矢椅子でかんたん楽々茶の湯華道教室

こども将棋教室 ためして尺八！フラダンス気功健康法

着付け教室たのしいかぎ針編み

公民館講座

文協講座

春春の春の春の



藤原薬師山
〒511-0521　三重県いなべ市藤原町古田薬師山1590
　　　　　　TEL 0594-46-3734

　４月末新緑眩しい光の下、藤原町前教育長 三輪了啓氏に
ご案内いただいて、同町古田の陶芸の里を訪問しました。
　自然に包まれた、木々が私達を大歓迎してくれるかのよう
な山間の里です。
　藤原薬師山紫光窯は、この地に平成10年林伸也氏により開
窯。氏は祖父、父と続く陶芸家の家に生まれ「紫光窯」は先
々代の号「紫光」に由来するとのこと。
　花筏の若葉が、有り無しの風に揺れる門を入るとすぐ、左
手斜面に細長いドームが横たわるのが目に入ります。
　初めて目にする登り窯の実物！想像していたより遙かに長
く、中を覗いたり触れてみたりと取材を忘れて興味津々。暫
く見学の後、林氏より種々ご説明いただきました。
　焼成は400～500束の薪を燃やし1280℃前後で焼かれるこ
とや、薪によって温度が違い、赤松は雑木に比べて火力が強
いだけでなく、ヤニの出方で仕上がりが異なること、また、
釉薬となる灰は薪によってそれぞれ違い作品の仕上がりに欠
かせない物であること、等々知識を得るだけでなく焼き物の
奥深さを改めて知る思いでお話しをお聞きしました。
　今年も5月23日に火を入れ26日の「攻め焚き」まで昼夜を
問わず温度調整をしながらの作業が続きます。そして6月2日
に窯出し。本誌発行の頃には火照りの残る作品の数々が薬師
山の風に慰撫されていることでしょう。
　この道に進まれる時、九谷で修行された事がある氏は、金
沢への途次この地に魅せられここに開窯、薪による焼成とい
う夢を叶えられたとのこと。陶芸教室も開講して居られます。
　小半日の取材ではあったものの氏の思いをほんの少し共有
させていただけた思いで興奮さめやらぬまま藤原を後にしま
した。
　尚、毎年攻め焚きの日に敷地内で「炎のイベント　窯炎と
薪能」が催されており本年15回目を機に「紫の会」が発足、
「織部」が上演されました。
　入会等お問い合せは三輪氏まで。（Tel 090-7301-9995）

藤原薬師山紫光窯を訪ねて

紫 光 窯

ひばり⑫



ひばり

桑名市博物館

四日市市立博物館

三重県立美術館

⑬

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
情
報

TEL0594-21-3171

TEL059-355-2700

TEL059-227-2100

TEL059-391-1088

開館30周年記念
蕭白ショック！！　曾我蕭白と京の画家たち

【期間】6月2日（土）～7月8日（日）
【内容】18世紀の京都を代表する絵師の一人
　　　　曾我蕭白の代表作と、応挙や若冲など
　　　　同時代の絵師たちの作品を紹介します。
【観覧料】一　般1，000（800）円
　　　　　高大生　800（600）円
　　　　　小中生　500（300）円
　　　　 （　　）内は前売り料金および20人
　　　　　　　　以上の団体料金　
　　　　　休館日　毎週月曜日
 曾我蕭白《雪山童子図》　

1764年頃、継松寺蔵

開館30周年記念
KATAGAMI Style　
世界が恋した日本のデザイン

【期間】8月28日（火）～10月14日（日）
【内容】19世紀後半、欧米におけるジャポニスムの
　　　　源泉のひとつとなった、現在の鈴鹿市白子
　　　　特産の伊勢型紙と西洋美術との関係を紹介
　　　　します。あわせて、伊勢型紙の歴史と展開を
　　　　たどる展示も行います。
【観覧料】一　般1，000（800）円
　　　　　高大生　800（600）円
　　　　　小中生　500（300）円

 リバティ商会《絹プリント見本帳》 1900-05年頃　リバティ社
 ○Liberty Art Fabrics                    

《型紙　梅に変り芝翫縞》　リバティ社
○Liberty Art FabricsC

C

【期間】6月2日（土）～7月11日（水）
【投票期間】6月2日（土）～6月24日（日）
【大賞発表式】7月1日（日）
【内容】今回で第7回となるパラミタ陶芸大賞展を開催。
　　　　前回までと同様に全国の美術関係者や陶芸評論家
　　　　などの推薦により上位６名をノミネート。
・桑田　卓郎（岐阜）
・五味　謙二（岐阜）
・新宮さやか（京都）
・神農　　巌（滋賀）
・桝本　佳子（兵庫）
・八木　　明（京都）

6月2日から6月24日まで展覧会期中の美術館の一般来館
者による投票で大賞を選びます。
最多得票数獲得者一名に、第7回パラミタ陶芸大賞と賞金
100万円を授与します。

○第７回 パラミタ陶芸大賞展

【期間】7月14日（土）～8月26日（日）
【内容】三重郡菰野町の陶芸村に馬酔木窯を構え
　　　　る陶芸家：森　正（1940～）の50年に
　　　　わたる作陶の歩みを振り返ります。
　　　　斬新な作風で知られる美人画像など初期
　　　　作品から2011年のフランスでの個展作
　　　　を含む最新作までを一堂に展示します。

○四大浮世絵師展　
　－中右コレクション－
【期間】6月2日（土）～8月26日（日）
　　　　前期「写楽・北斎」（6月2日～7月11日）
　　　　後期「歌麿・広重」（7月14日～8月26日）
【内容】わが国が誇る４人の浮世絵師の対決。
　　　　役者の写楽か風景の北斎か。
　　　　美人の歌麿か構図の広重か。
　　　　選ぶのはあなた。

○森正陶展

喜多川歌麿
「松葉楼装い 実を通す風情」

源氏物語　女人シリーズ1

写真photo/畠山　崇

○絆と道の企画展
　「魂ゆらと妖かし」
【期間】5月26日（土）～6月24日（日）
【内容】人々の祈りや目に見えない
　　　　ものへの想いなどが感じら
　　　　れる、仏教美術の展示を行
　　　　います。

【期間】7月4日（水）～9月2日（日）
【内容】江戸から現代までのガラスの器で
　　　　涼しさを味わってください。

○夏の企画展
　「涼へと誘う 瑠璃の世界」
　併設 学習支援展示
　「桑名の遺跡から出土したガラス」

【期間】9月8日（土）～10月21日（日）
【内容】本年は伊勢二見の出身で、「鯛」の絵で知られる中村左洲を展観いたします。

○「三重の画人」企画展「鯛の画家・中村左洲」帆山花乃舎《二河白道図》（桑名市博物館蔵）

《紫色ちろり》（桑名市博物館蔵）

【期間】～6月24日（日）
【内容】著名な動物写真家岩合光昭の40年の集大成「地球
　　　　の宝石」シリーズから約100点を展示。世界中の
　　　　貴重な動物たちの姿は、私たちに地球環境の大切
　　　　さを考える機会を与えてくれるでしょう。三重の
　　　　猫を含む「猫の
　　　　写真コーナー」
　　　　もあります。
【観覧料】　
　　一般700円　
　　高校・大学生500円　
　　中学生以下無料

○岩合光昭どうぶつ写真展

プラネタリウム　テーマ番組

展覧会

【期間】7月21日(土)～9月2日(日）
【内容】太陽系の星たちの気象はどうなっているのか。火星では特有の
　　　　つむじ風「ダストデビル」が発生し、大きな砂嵐となってあた
　　　　り一面を覆う。やがて嵐が去った夕暮れには、青い夕日が沈む。
　　　　太陽系の星の天気や星空の話など宇宙情報満載の番組。
【観覧料】　一般530円　高校・大学生370円　小・中学生200円

　テーマ番組
　○夏休み特別投映「宇宙天気予報」

【期間】6月2日(土)～9月30日(日）
【内容】北アメリカ大陸中央部に広がる青々としたトウモロコシ
　　　　畑、ゴツゴツとした岩肌を見せる荒涼たる大地。そこで
　　　　ふしぎな化石が次々と発見されました。海から遠くはな
　　　　れた地にうもれていた海竜たちの骨、そしてサメの歯…。
　　　　いま、化石に秘められた謎を解き明かす冒険の旅が始まる。
観覧料　一般530円　高校・大学生370円　小・中学生200円

○シーモンスター

タテゴトアザラシ◯MITSUAKI  IWAGOC



日
時　

6
月
17
日（
日
）・
7
月
15
日（
日
）

　
　
　

8
月
19
日（
日
）・
9
月
16
日（
日
）

　
　
　

以
下
第
3
日
曜
日

　
　
　

各
日
午
後
4
時
よ
り

場
所　

阿
下
喜
温
泉 

あ
じ
さ
い
の
里

お
問
い
合
わ
せ
先

　

劇
団
員
弁
川

　
　
　

…
0
5
9
4
―
7
6
―
2
1
3
3

　

川
村
…
0
9
0
―
8
1
5
0
―
4
3
3
9

阿
下
喜
温
泉
あ
じ
さ
い
の
里
に
て

『
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
』公
演

〈
舞
踊・歌
謡・浪
曲・マ
ジ
ッ
ク・演
劇
ほ
か
〉

劇
団
員
弁
川

コ
ー
ラ
ス
旭

日
時　

6
月
24
日（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
よ
り
（
受
付
午
前
9
時
よ
り
）

場
所　

東
員
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
費

　

一
般
…
…
…
…
…
１
５
０
０
円 （
文
協
会
員
…
１
０
０
０
円
）

　

学
生（
小
中
高
）…
１
０
０
０
円 （
文
協
会
員
…
…
７
０
０
円
）

主
催　

東
員
囲
碁
同
好
会
・
東
員
将
棋
愛
好
会

共
催　

㈳
東
員
町
文
化
協
会

後
援　

中
日
新
聞
社

大
会
形
式　

囲
碁
将
棋
と
も
棋
力
に
よ
り
ク
ラ
ス
分
け
を
し
て
、

　
　
　
　
　

ス
イ
ス
方
式
で
順
位
を
競
い
ま
す
。

第
２7
回

中
日
新
聞
社
楯
争
奪
囲
碁
・
将
棋
大
会

東
員
囲
碁
同
好
会

東
員
将
棋
愛
好
会

こ
れ
か
ら
の
活
動
予
定

日
時　

7
月
22
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
開
演

場
所　

四
日
市
市
文
化
会
館
第
2
ホ
ー
ル

主
催　

現
代
邦
楽
奏
団
「
グ
ル
ー
プ
竹
友
」

内
容　

箏
、
尺
八
、
十
七
絃
、
三
絃
、
琵
琶

　
　
　

雅
楽
、
コ
ー
ラ
ス
、
語
り
、
演
劇
、

　
　
　

太
鼓
の
大
編
成
邦
楽
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

　
　
　

太
鼓
演
奏
・
舞
楽
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
・

　
　
　

箏
曲
演
奏
な
ど

第
２0
回　

記
念
邦
楽
コ
ン
サ
ー
ト

「
竹
・
絃
の
奏
で
」

箏
曲
麗
明
社 

「
廣
翔
会
」

７
月
２
日（
月
）

　

阿
下
喜
保
育
所（
プ
ー
ル
開
き
）

７
月
１５
日（
日
）

　

あ
じ
さ
い
の
家 

サ
マ
ー
フェス
テ
ィ
バ
ル

７
月
２２
日（
日
）

　

現
代
邦
楽
奏
団「
グ
ル
ー
プ
竹
友
」

　

２０
周
年
演
奏
会　
ゲ
ス
ト
出
演

９
月
２
日（
日
）

　
マ
イ
カ
ル
桑
名 

ド
キ
ド
キ
発
表
会

１１
月
２３
日（
祝
）

　
２
０
１
２ 
Ｙ
Ｙ
フ
ラ
グ
ル
ー
プ
発
表
会

Y
Y
フ
ラ
グ
ル
ー
プ

日
時　

6
月
24
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
開
演

場
所　

桑
名
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

主
催　

フ
ラ
ワ
ー
コ
ー
ラ
ス

後
援　

㈳
東
員
町
文
化
協
会

　
　
　

東
員
町
教
育
委
員
会

　
　
　

桑
名
市
教
育
委
員
会

　
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
な
べ
市
文
化
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

他

内
容　

桑
員
地
区
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
に
よ

　
　
　

る
合
同
演
奏
会
。

　
　
　

東
員
町
か
ら
は
他
に
２
団
体
が
参
加

第
31
回

フ
ラ
ワ
ー
コ
ー
ラ
ス
演
奏
会



OA機器・生産管理ソフト・測量機

●大判カラーコピー　●大型ラミネート加工

桑名市中央町2-26（市役所東隣り）
■0594-21-2600　■www.nisshokizai.co,jp

日　

時　

7
月
14
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
開
演

　
　
　
　
（
午
後
1
時
開
場
）

場　

所　

笹
尾
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

木
戸
銭　

500
円

　
　
　
　

前
売
り
…
…
400
円

　
　
　
　

文
協
会
員
…
300
円

取
扱
所　

㈳
東
員
町
文
化
協
会　

事
務
局

　
　
　
　

星
川
サ
ン
シ
テ
ィ
ー

　
　
　
　
　

1
階　

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョン

演　

目

１
、
詩
吟
…
笹
尾
吟
詩
会

２
、
コ
カ
リ
ナ
…
コ
カ
リ
ナ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル  

さ
く
ら

３
、
講
談
…
神
田
あ
っ
ぷ
る

　
　
　
　
　

演
目
「
巴
御
前
」

４
、
落
語
…
柳
家
小
権
太

　
　
　
　
　

演
目
「
寝
床
」

主　

催　

㈳
東
員
町
文
化
協
会

後　

援　

東
員
町
教
育
委
員
会

協　

力　

オ
フ
ィ
ス
寺
子
屋

第
26
回 

と
う
い
ん
寄
席

櫻
舞
卯
花
白
闇
溶
早
朝
顔
夏
姿

さ
く
ら
ま
い
う
の
は
な
し
ろ
く
や
み
に
と
け
は
や
あ
さ
が
お
は
な
つ
す
が
た

日
時　

8
月
9
日（
木
）〜
12
日（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
6
時

　
　
　
（
初
日
午
後
1
時
〜
・
最
終
日
午
後
4
時
迄
）

場
所　

く
わ
な
メ
デ
ィ
ア
ラ
イ
ヴ

主
催　

東
員
絵
画
ク
ラ
ブ

後
援　

㈳
東
員
町
文
化
協
会

内
容　

自
主
作
品
と
課
題
の
ガ
ラ
ス
絵
を
展

　
　
　

示
し
ま
す
。
皆
様
の
御
来
場
を
お
待

　
　
　

ち
申
し
上
げ
ま
す
。

第
２5
回　

ク
ラ
ブ
展

東
員
絵
画
ク
ラ
ブ

日
時　

9
月
14
日（
金
）〜
17
日（
月
）

　
　
　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

場
所　

東
員
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　

2
階
展
示
場

共
催　

㈳
東
員
町
文
化
協
会

内
容　

　

会
員
16
名
が
最
新
作
2
点
（
半
切
り
サ
イ

ズ
）
を
出
展
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
下
さ
い
。

　

東
員
町
商
工
会
館
に
て
例
会
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
。

　
　

毎
月
第
三
金
曜
日

　
　

午
後
7
時
〜
9
時

　

興
味
の
あ
る
方
は
見
学
に
お
越
し
下
さ
い
。

東
員
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
写
真
展

東
員
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ

日
時　

10
月
14
日（
日
）　

午
前
９
時
30
分
よ
り

場
所　

倉
敷
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

東
員
町
か
ら
も
支
部
会
員
が
参
加
す
る
予
定
で
す

菊
水
流
剣
詩
舞
道

　
　

創
流
五
十
周
年
記
念
大
会

菊
水
流
詩
舞
東
員
ク
ラ
ブ

日
時　

9
月
16
日（
日
）

場
所　

四
日
市
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
新
邦
楽
グ
ル
ー
プ

助
成　

日
本
郵
政
株
式
会
社

　
　
　

㈳
東
員
町
文
化
協
会

内
容　

宮
城
県
、
奈
良
県
邦
楽
団
体
・
キ
ッ

　
　
　

ズ
グ
ル
ー
プ
な
ど
出
演
。
震
災
地
に

　
　
　

思
い
を
寄
せ
て
演
奏
し
ま
す
。

　
　
　

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
準
備
の
予
定
で
す
。

　
　
　

お
申
し
出
下
さ
い
。

全
国
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
出
演

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

新
邦
楽
四
ツ
葉
グ
ル
ー
プ



　

3
月
11
日
の
「
東
員
町 

春
の
芸
能
祭
」

に
出
演
し
、
無
事
演
奏
を
終
え
ほ
っ
と
し

た
一
週
間
後
、
い
な
べ
市
文
化
協
会
の
舞

台
発
表
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
正
琴
、
舞
踊
、
コ
ー
ラ
ス
、
民
謡
、

箏
曲
、
尺
八
、
三
味
線
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど

の
各
部
門
が
日
頃
の
練
習
成
果
を
発
表
し

ま
し
た
。

　

廣
翔
会
は
幻
想
曲
「
ま
り
と
殿
様
」
の
ほ

か
、
尺
八
曲
「
深
山
の
春
」
を
助
演
演
奏
し

ま
し
た
。
慌
た
だ
し

い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

し
た
が
会
員
一
同
成

果
を
出
す
こ
と
が
出

来
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

　

御
来
場
下
さ
い

ま
し
た
皆
様
に
感

謝
致
し
ま
す
。（

藤
田
）

　

重
度
身
体
障
害
者
の
方
々
に
子
ど
も
た
ち
の
フ
ラ

を
、
と
い
う
こ
と
で
お
声
を
か
け
て
頂
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
愛
ら
し
い
様
子
に
皆
さ
ん
テ
ン

シ
ョ
ン
も
上
が
り
、
踊
り
の

あ
と
の
お
楽
し
み
タ
イ
ム
で

は
一
緒
に
歌
っ
た
り
、
遊
ん

だ
り
…
…
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
お
み
や
げ
に
手

作
り
の
お
い
し
い
ク
ッ
キ
ー

を
頂
戴
し
ま
し
た
。  （
井
上
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
紹
介
や
啓
発
の
機
会
と

し
て
開
催
さ
れ
る
催
し
で
す
。

　

活
動
時
に
よ
く
演
奏
す
る
曲
を
選
ん
で
、
ウ
ク

レ
レ
チ
ー
ム
で
は
３
曲
を
演

奏
し
ま
し
た
。

　

癒
し
の
音
色
が
ス
テ
キ
と

の
好
評
を
頂
き
、
ま
た
大
き

な
舞
台
で
の
発
表
は
練
習
の

励
み
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
の
ん
び
り
と
楽
し
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
井
上
）

みんなで日本語の第九を歌いましょうみんなで日本語の第九を歌いましょう

東員『日本の第九』演奏会東員『日本の第九』演奏会
経験者はもちろん、初心者の方、中学生以上の学生の方も大歓迎です。日本語で歌えるから難しくありません。

♪合唱に不安のある方へは経験豊富な指導者がわかりやすくサポートします。

■参 加 費　3,000円（中学生半額）
■申込受付　東員町総合文化センター内
　　　　　　東員「日本の第九」事務局 ℡ 0594-86-2816
■申込締切　8月17日（金）

合唱団員募集！

ラ
ン
テ
ィ
ア
こ
の
ご
ろ

ボ

●練習場所　東員町総合文化センター
●練習日時　9月3日より（結団式までは初心者対象）
　　　　　　毎週月曜日 19：00 ～ 21：00
●結 団 式　10月1日（月） 18：30

第24回 東員「日本の第九」演奏会
平成24年12月23日（日・祝）



暁高等学校（３年制）

学校説明会・入試問題解説会
 10月27日㈯本学：9時～ ※HP・FAXで申込み

四日市市萱生町238　TEL：059-337-2347
学校見学会　 8月25日㈯・9月16日㈰：9時～
学校説明会　 9月29日㈯くわなメディアライヴ・
　　　　　　10月 6 日㈯じばさん三重：10時～

中学部：学校説明会（ｴﾃ ｭ゙ｹｰｼｮﾅﾙ・ｱﾄ゙ ﾍ゙ ﾝﾁｬｰ）

暁中学校・高等学校（６年制）
四日市市萱生町238　TEL：059-337-1213

9月23日㈰・11月4日㈰：9：30～
中学部：入試問題解説会10月28日㈰：14時～
高校部：学校説明会　11月 4 日㈰：13：30～

個別相談会 8月27日㈪～29日㈬：13：30～
学校参観会･説明会
　　 8月 8日㈬：10時～
　　10月25日㈭・11月11日㈰：9：30～

暁 小 学 校
四日市市蒔田3-3-37　TEL：059-365-3664

体験・説明会（3歳児）8月23日㈭：10時～

暁 幼 稚 園
四日市市天ヵ須賀5-2-5　TEL：059-365-5674

URL：http:// www.akatsuki.ed.jp/
～優しさ、強さ、知性を磨く、心の通う総合学園～

暁 学 園

　

去
る
2
月
11
日
、
第
22
回
東
員
百
人
一
首
大
会

が
東
員
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
初
心
者

の
部
を
含
め
50
名
近
く
が
参
加
、
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

三
重
県
で
は
最
も
古
い
大
会
と
し
て
知
ら
れ
、

県
内
の
実
力
者
が
多
数
集
ま
る
中
、
東
員
町
か
ら

は
小
学
校
低
学
年
の
部
で
、
松
井
悠
真
く
ん
が
優

勝
、
吉
原
悠
登
く
ん
が
3
位
と
い
う
素
晴
ら
し
い

成
績
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

今
年
の
大
会
は
会
場
の
都
合
で
10
月
初
旬
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
、
ご
観
覧
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
松
岡
）

　

先
ず
は
文
化
協
会
で
よ
く
ご
存
じ
の
劇
団 

員
弁

川
に
よ
る
今
・
昔
の
金
色
夜
叉
、
続
い
て
は
オ
ー

ル
デ
イ
ズ
の
皆
様
で
、
原
語
に
よ
る
映
画
の
主
題

歌
な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

講
談
は
一
龍
斎
貞
鏡
さ
ん
の
「
大
岡
政
談
・
寝

言
裁
き
」
三
重
県
が
舞
台
と
な
っ
た
読
み
物
で
す
。

　

落
語
は
三
遊
亭
金
兵
衛
さ
ん
の
「
妾
馬
」
男
が

い
い
思
い
を
し
た
、
人
情
話
で
す
。

　

お
越
し
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
好
評
の
裡
に
お

開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
回
も
ま
た
お
運
び
頂
き
ま
す
よ
う
お
待
ち
致

し
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

 　
　

（
野
呂
）



一人で悩まずご相談ください。

訴訟  調停  交渉  示談
川嶋冨士雄法律事務所川嶋冨士雄法律事務所川嶋冨士雄法律事務所川嶋冨士雄法律事務所川嶋冨士雄法律事務所

弁護士 川嶋冨士雄〈三重弁護士会〉
（059）351-8568 FAX059-352-9281
四日市市栄町２-２２ P有り

30分 5,250円

　

文
部
科
学
省
後
援
の
編
物
検
定
試
験
合

格
証
授
与
式
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
当
教
室
か
ら
、
毛
糸
四
級
の
新

実
さ
ん
と
、
レ
ー
ス
三
級
の
石
塚
さ
ん
が

検
定
協
会
会
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
作
品
展
示
と
体
験
教
室
が
同

時
開
催
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
参
加

し
て
頂
き
ま
し
た
。
授
与
式
の
後
の
体
験

会
で
は
、
マ
ク
ラ
メ
結
び
の
ネ
ッ
ク
レ
ス

を
作
り
、
完
成
し
て
早
速
、
首
に
付
け
て

感
激
し
た
り
、
展
示
作
品
を
見
た
り
し
て

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　

フ
ロ
ア
ー
シ
ョ
ー
で
は
、
す
ば
ら
し
い

作
品
に
出
会
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
作
品
作

り
の
参
考
に
な
り
充
実
し
た
時
間
を
す
ご

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。　
　
　

（
川
松
）

　

こ
の
書
道
展
は
本
格
的
な
生
涯
学
習
時

代
を
迎
え
て
、
伝
統
文
化
で
あ
る
書
道
に

更
な
る
生
き
甲
斐
、
情
操
の
陶
冶
、
美
的

感
性
の
錬
磨
を
求
め
て
日
々
筆
墨
を
友
と

す
る
高
齢
者
の
た
め
の
発
表
の
場
と
し
て

開
催
さ
れ
ま
す
。
一
層
充
実
し
た
高
齢
化

社
会
の
招
来
に
資
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。

　

今
回
は
365
点
の
出
展
が
あ
り
精
魂
こ
め

て
取
り
組
ん
だ
力
作
が
多
く
盛
会
で
あ
り

ま
し
た
。

　

書
道
へ
の
熱
意
と
愛
着
で
更
に
来
年
も

一
層
充
実
と
飛
躍
の
シ
ル
バ
ー
展
に
出
展

し
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　

（
池
田
）

　

金
雀
枝
短
歌
社
は
昭
和
2
年
先
師
水
谷

一
楓
ら
に
よ
り
創
立
さ
れ
て
以
来
85
周
年

と
な
り
、
桑
名
市
よ
り
教
育
長
、
文
化
協

会
副
会
長
両
氏
を
お
迎
え
し
、
記
念
短
歌

大
会
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
は
も
と
よ
り
関
東
関
西
な
ど
か
ら

70
余
名
が
参
加
。

　

歌
会
に
先
立
ち
年
度
賞
な
ど
表
彰
が
あ

り
、
精
進
賞
を
中
村
ト
ミ
コ
、
白
萩
賞
を

安
藤
節
子
の
両
氏
ら
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

三
重
県
歌
人
ク
ラ
ブ
委
員
長
大
辻
隆
弘

氏
に
よ
る
記
念
講
演
会
は
「
短
歌
を
読
む

楽
し
み
―
斎
藤
茂
吉
」
と
題
し
、
茂
吉
の

短
歌
を
鑑
賞
、
作
歌
の
姿
勢
な
ど
多
く
を

学
び
ま
し
た
。
午

後
か
ら
の
歌
会
は

出
詠
作
品
を
富
田

博
一
ら
担
当
者
が

歌
評
。
交
流
と
研

鑽
を
深
め
た
充
実

の
一
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。



文化協会会員研修旅行/京都 2月26日

　寒さの残る日曜日の朝８時10分、文化センターを出発。
　77名のご参加でバス2台に分乗し、京都へと向かいました。
　車中和やかに歓談し、親睦を深めるなか1053年に藤原頼道が建立の
平等院鳳凰堂へ、仏師定朝に彫らせた阿弥陀如来像は庭園からの見学
となりましたが、鳳凰の姿を思い浮かべながら建築を堪能しました。
また古代友禅苑で昼食の後、紫野大徳寺の大
仙院を訪れ、国宝の大仙院方丈（利休が秀吉
に呈茶の茶室）に、枯山水庭園、狩野元信の
花鳥図などを拝観。また御歳80歳の尾関宗園
和尚様の心温まる講和を拝聴し、ときおり名
残雪の舞う京都を後にしました。

理事研修
3月20日（火・祝）

局　　員　川瀬　静香　「東員町の文化・歴史・伝統を大切にし、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　努力していきたいと思います」

事務局だより 新メンバーを迎えました！

桑名近郊を訪ねて

事務局長　平野　義人　「東員町文化協会の発展に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　役立つように尽力します」
局　　員　渡辺佐智子　「気持ちを新たに頑張りますので、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　よろしくお願いします」

以上が、東員町文化協会の事務局のメンバーです。皆様のご協力をよろしくお願いします。

　春まだ浅い一日、理事26名が参加しました。
　案内役は文化協会会員で桑名歴史案内人の大井弘久氏と多儀正一氏。
　参勤交代の大名が衣服を改め城下に入ったといわれる晴雲寺や、約2000
年前倭姫命が立ち寄ったとされる城南神社で歴史を学び、まちかど博物館
の　石陶芸館では桑名市指定無形文化財保持者森一蔵氏の作品やコレクシ
ョンを、同じく久波奈江戸新撰館では現代美術造形作家浅井清貴氏の作品
や蒐集品を見学しました。
　昼食は樹齢250年の藤棚が有名な、「すし清」。代々伝わる名品を拝見し
ながらお店の歴史などお聞きしました。午後からは六華苑、住吉神社、蟠
龍櫓、七里の渡しを訪れ、盛りだくさんな日程の研修を終了。近くにいな
がら謂われや歴史など知らない所も多く、学ぶことの多い一日でした。

23年度

23年度

ひばり 19



5人前5人前からから
お届けいたしますお届けいたします
5人前5人前からから
お届けいたしますお届けいたします
5人前から
お届けいたします

会 席 料 理 1人前 3,150円～（釜飯・茶碗蒸付 3,675円～）
鉄板焼き・お鍋 ●山海鮮焼　●ジンギスカン 1人前 3,150円～
お 飲 み 物 ●ビール（大瓶・360円） ●生ビール

●焼酎　 ●ウ－ロン茶 他

無料レンタル ●お箸 ●おしぼり ●グラス類
●お膳 ●座布団 など

宅 配 範 囲 東員町・菰野町全域
（いなべ市・四日市市一部）

希望希望荘希望荘
お問い合せは…………湯の山 絵野温泉

059-392-3181
059-392-3180

ご予約お待ちしております。残飯・ゴミも引き取ります

山山山山山山山山山山山山上上上上上上上上上上上上上上上館館館館館ででででででででででででででででチチチチチチチチチチチチチチチチチェェェェェェッッッッッッッッッッッックククククククククククククイイイイイイイイイインンンンンンンンンンンンン。
ケケケケケケケケケケケケケ ブブブブブブブブブブブルルルルルルルルルルルルルカカカカカカカカ でででででででで本本本本本本本 へへへへケケケケケケケケケケ ブブブブブブルルルルルルルルカカカカカカカカカカ ででで本本本本本本本館館館館館館館へへへへへへ
山上館でチェックイン。
ケーブルカーで本館へ…

50周年記念事業計画として昨夏に
1号車が開通、今春に2号車が登場！

国民宿舎

☎059-392-3155
三重郡菰野町大字菰野8497-2

http://www.yu-lodge.com携帯サイトからも
ご予約できます！

1泊2食1泊2食1泊2食 ￥6,800￥6,800よりより￥6,800より
（
平
日
）

（
平
日
）

（
平
日
）

光明石 天然鉱石温泉

菰野町特集
美味と温泉、緑と赤の2輌
　　　　　ケーブルカーも競い合い

忙しい方への“日帰りプラン”から
　長期滞在型の“ゆとりプラン”まで用意

　昨年完成した“虹のかけ橋”「レインボーケーブル」
がフロント・ロビー・喫茶・売店コーナーの「山上館」
と温泉・お食事・お部屋の本館とを結んでおり、今年3
月には赤い第2号車も登場しました。山上館の展望
デッキからの夜景は素晴らしい。
　花見から紅葉・雪見まで四季折々の絶景が楽しめる
天空の露天風呂は日帰り・お立ち寄りの方にもお安く
楽しめます。今は新緑の生気きらきらとして新樹みず
みずしく、心をしずめる山里の湯宿です。

　四季折々の壮大な景観や日本の名湯100選にも選ば
れた湯の山温泉の中でも御在所岳とロープウエイを一
望できるリゾートホテル「オテル・ド・マロニエ湯の山
温泉」は“日帰りプラン”の『ワンデイ リフレッシュプラ
ン』から“美容と健康”という贅を楽しむロングスティの
『長期滞在型6泊7日ゆとりプラン』まで用意していて
温泉三昧を楽しめます。館内は浴衣でOKです。
　あかすりエステ、全身・足つぼマッサージなどリラク
ゼーションメニューも豊富で女性にも大好評です。

21ページに「湯の山 絵野温泉 希望荘 自助の湯
入浴券プレゼント」のお知らせを掲載しています

希望荘

寿亭
湯の山ロッジ

オテル・ド・マロニエ
湯の山温泉

パラミタミュージアム



岐阜県養老郡養老町養老1155-2 0584-32-3456
■ホームページ http://www.okbnet.ne.jp/~yourou-l/
■入園料 大人（中学生以上）…600円　子供（2才以上）…400円

至 

桑
名
IC

GS

サークルK

サークルK
養
老
駅

養
老
鉄
道

桑名東IC

大桑病院
東名阪自動車道

●東名阪 桑名東インターから…40分
●258号線 大桑病院から……30分

●養老鉄道 養老駅下車…徒歩8分

船附南

駒野

養
老
公
園

8月イベント情報

動物ふれあい広場・バーベキュー広場・釣り掘大人気

※予告なくイベント内容等変更し、あるいは中止する場合がありますのでご了承ください。

8月11日（土）～31日（金）

告なくイベント内容等変更し あるいは中

（川部氏コレクション展示）

住所（郵便番号）・ 氏名・ 年齢・ 本誌「ひば
り」や「湯の山 絵野温泉 希望荘」「オテル・ド・マロニ
エ 湯の山温泉」「国民宿舎 湯の山ロッジ」「湯の山温
泉 寿亭」などについてのご感想・ご意見等（どれでも、
いくつでも、または無記入でも可）があればご記入の上、
下記にお申し込み下さい。

応募先
　〒511-0251 員弁郡東員町大字山田1700番地
　東員町総合文化センター内　（社）東員町文化協会
　希望荘 入浴券  プレゼント係

締切り
　6月30日（土）消印有効（応募多数の場合は抽選とさ
せていただきます。）
　※招待券の発送をもって発表に代えさせていただきます。

右ページ掲載の「近郊おでかけガイド」
“菰野町特集”をご覧下さい

「湯の山 絵野温泉 希望荘 
自助の湯」の入浴券を

ペアで5組様（計10名様）にプレゼント！

「湯の山 絵野温泉 希望荘 
自助の湯」の入浴券を

ペアで5組様（計10名様）にプレゼント！

お知らせお知らせのお知らせお知らせのお知らせの

鈴鹿国定公園 鳥居道山渓谷 絵野温泉

〒510-1251 三重郡菰野町鳥居道三渓谷（鈴鹿スカイライン入口）

TEL.059-392-3181
FAX.059-392-3180

http://www.kibousoh.or.jp

ミ ク ニ サ イ ワ イ



介介介介介介介介介のご紹ごののごのごのごのごのごのご員会員会会会助助助賛人人人特別特特特「特「「「「「「特「特 人賛人人人人人賛人賛 介介介介員」員」員」」」」」法人法人人法人人法人人賛賛賛法法法法 紹紹会員」のののののの 介介法特別法 会員会会 介介介介介介助会助会会別法法 賛助特別特 法法特特 紹特 助 ご紹介ごご紹介ご紹介ご紹介ご紹介ご紹介ご紹介ご紹介紹介ごごごごごのののののののの「特別法人賛助会員」「特別法人賛助会員」「特別法人賛助会員」「特別法人賛助会員」「特別法人賛助会員」「特別法人賛助会員」「特別法人賛助会員」「特別法人賛助会員」「特 助「特別法人賛助会員」のご紹介「特別法人賛助会員」のご紹介

NEOPOLIS＊TOTAL BEAUTY SALON
☎76-6951（電話予約OK）

店を改装して女性の方も寛げるスペースを設けました

特別法人賛助会員のお申し込み、問い合わせは 社団法人東員町文化協会まで TEL0594-76-7711

下記の7店舗は特別賛助会員の店舗です。
この店舗の領収書金額の1％が文化協会の特別賛助金になります。
この店舗をご利用になり、その領収書を文化協会にお届けください。

❶下記7店舗の領収書

募集
しています

！
あなたのお店も特別法人賛助会員になりませんか。
文化協会の広報・チラシ・ホームページにあなたの店舗が紹介されます。
あなたの店舗の利用を文化協会会員や広報の読者などに広く周知します。

❷特別法人賛助会員（店舗）

カフェ・レスト ラフィーネ
☎76-8714

県道142号沿い北勢線東員駅北隣り

タイヤショップ ランドマーク桑名
☎75-0081

東員町鳥取367-3（ホクセイスーパー東入口前）

伊藤商事有限会社　☎76-5060

※気軽なサービスステイションです
六把野新田・員弁街道沿い

和菓子処 月乃舎　　0120-76-5926

四季折々の和菓子をお客様に！
笹尾東3丁目（笹尾中央公園前）

すし工房 加賀屋　☎76-0091

※特別賛助対象商品はメニューにある商品です
穴太駅南700m

最新

ありがとうございます
ご協力

お客様の情報拠点

株式会社 ナカムラ石油
☎76-2472

穴太－山城線　念仏小橋南

ひばり 22



法人賛助会員
ご支援頂いています。ありがとうございます

法人賛助会員
ご支援頂いています。ありがとうございます

法人賛助会員 （地区別50音順）

穴太

㈱アサヒダイテック
伊藤土建㈱
NTN精密樹脂㈱
すし工房 加賀屋
㈱巧建社
杉山整形外科
医療法人 康誠会 東員病院

大木

岩田歯科医院
豊通ヴィーテクス㈱
㈲ワールドウィング

瀬古泉

㈱関村製作所
中村産業㈱ 東員工場
㈲廣嶋製作所

北大社

伊藤製網㈱

鳥取

桑名信用金庫 員弁支店
㈱三エスゴム タイヤショップ
　　　　　　ランドマーク桑名

中上

東洋ゴム工業㈱ 桑名工場
㈱ナカムラ石油
㈲日置佛檀店
やまだ胃腸科内科

長深

大長歯科

八幡新田

佐野クリーニング店

南大社

一色建設㈱

笹尾西

ネオポリス珠算塾

笹尾東

近藤満信税理士事務所
㈱中京銀行 西桑名支店
和菓子処 月乃舎
NEOPOLIS＊TOTAL
　　　　 BEAUTY SALON

城山
中島歯科医院
野尻内科
モリワキ薬局
和気国際特許事務所

山田
㈱ADEKA 三重工場
大起産業㈱
カフェレスト㈱ラフィーネ

六把野新田

伊藤商事㈲
岩花内科
美容室ＡＰＰＥＡＲ
みどり歯科医院
森下耳鼻咽喉科
横村医院

その他（三重県）

㈱カキトー
共栄堂印刷㈱
澤政興業㈱
三重県舞台管理事業協同組合
㈱山甚
茶道具 遊芽屋
㈱レイステージ 桑名

その他（愛知県）

堀田新五郎商店

平成24年3月31日現在
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編
集
後
記

表
紙
の
こ
と
ば

ひばり 24

撮
影

伊
藤　

隆

印刷：共栄堂印刷（株）

　

こ
こ
は
稲
沢
市
大
塚
山
、
818
年
空
海
開
創
の

霊
刹
、
性
海
寺
。

　

塀
越
し
に
延
び
る
枝
に
、
今
を
盛
り
と
咲
き

な
が
ら
そ
の
楚
々
と
し
た
風
情
に
心
曳
か
れ
た
。

　

多
く
の
文
化
財
を
蔵
し
格
式
の
高
さ
を
誇
る

古
刹
の
境
内
は
、
一
部
「
大
塚
性
海
寺
公
園
」

と
し
て
開
放
さ
れ
あ
じ
さ
い
祭
な
ど
で
賑
わ
う

と
聞
く
。

ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
の
花
。

♪対　象　小学生、中学生、高校生のみなさん
♪会　費　3500円／月　（演奏会積み立てを含む）
♪練　習　毎週土曜日  １４：００～
　　　　　主な練習場所…東員町総合文化センター　リハーサル室

歌うのが
好きな子♪♪

みんなの知っている
曲も練習するから
安心だよ。

一緒に
オペラに出演して
みませんか？

友達と
ワイワイするのが
好きな子♪♪

東員ひばり合唱団

団員募集団員募集団員募集団員募集団員募集

お問い合わせ
お申し込み先

東員ひばり合唱団事務局：中村　厚子　TEL/FAX 0594－76－3513　
お気軽にお問い合わせください！

とういん がっしょうだん

だ ん 　 　 い ん 　 　 ぼ 　 　 し ゅ う

　2012年９月1日（土）ひばりホールで開催される
「由紀さおり、安田祥子＆三重の子どもコンサート（仮）」に
　出演予定だよ！

一緒に
歌おうよ！みんな待ってるよ

～！
一緒に

歌おうよ！みんな待ってるよ
～！

一緒に
歌おうよ！みんな待ってるよ

～！

　

５
月
の
一
日
、
小
松
市
に
出
向
く
機
会
を
得

ま
し
た
。
安
宅
へ
向
か
う
山
中
、
大
木
に
真
っ

白
な
花
、
大
山
蓮
華
、
そ
れ
と
も
朴
柏
で
あ
ろ

う
か
、
実
に
清
楚
に
気
高
く
咲
い
て
、
ま
た
新

緑
の
濃
淡
の
美
し
か
っ
た
こ
と
。

　

全
国
こ
ど
も
歌
舞
伎
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
於

け
る
東
員
町
の
子
ど
も
達
の
見
事
な
演
技
に
感

動
し
、
ま
た
、
辺
り
一
面
の
緑
に
癒
さ
れ
た
一

日
で
し
た
。

　

総
会
も
無
事
終
わ
り
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し

た
。
今
号
は
、
特
別
寄
稿
に
桑
名
市
無
形
文
化

財
漆
工
芸
技
術
保
持
者
・
塗
師
山
本
翠
松
氏
に
、

ま
た
、「
私
の
文
化
考
」
は
四
日
市
市
立
博
物

館
学
芸
員
・
秦
昌
弘
氏
に
ご
多
忙
の
中
、
ご
寄

稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

心
よ
り
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。　
　

（
華
）

　
　
　

次
号
は
10
月
発
行
予
定
で
す
。

皆
様
の
情
報
提
供
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

広
報
委
員　
　

南
部
ま
り
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
野
洋
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
孝
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
塚
芳
子

　
　

広
告
担
当　
　

大
井
弘
久

　
　

Ｈ
Ｐ
担
当　
　

照
井
正
一

東員「日本の第九」合唱団から生まれた「コーラス旭」です。
開催を決めてから2年、週2回の練習を重ねつつ準備など進めて
来ました。男性団員も増え聴き応えある混声合唱をお届けでき
るものと密かに自負しています。
皆様是非お聴き下さい

コーラス 旭コーラス 旭
10周年記念コンサート0周年記念コンサート
コーラス 旭
10周年記念コンサート

平成24年9月9日（日）
開場13：30　開演14：00

東員町総合文化センター
　　　　　ひばりホール

日時

場所

入場無料
ただし入場整理券が必要です

主　催　コーラス 旭
共　催　（社）東員町文化協会
後　援　東員町教育委員会・いなべ市教育委員会・桑名市教育委員会
助　成　平成24年度　三重県文化振興基金活用事業
　　　（財）くわしん福祉文化基金

開催開催開催


